
寺社を巡る会   

                  活 動 記 録 書   

開 催 日： 

    令和 7年 12月 4日(木） 天候 晴 

開催テーマ：                

横須賀中央地区の寺社を巡る 

開催場所：横須賀市 記 入 者：横山美智男 

参加人数： 会 員 25名  ビジター 2名  計 27名  

実施内容（実施の項目、方法、効果・成果、宿題 等）： 

コース：京急汐入駅（集合）～どぶいた通り～:諏訪大神社～良長院～京急横須賀中央駅(トイレ休

憩)～龍本寺（昇堂拝観）～諏訪神社（解散） 

 

今回は横須賀中央地区にある寺社を巡った。横須賀市の中心に位置し、多様な歴史と文化が息づ

くエリアである。 

集合は京急汐入駅前、昭和５年４月１日、横須賀軍港駅として開業。防諜上の理由から昭和１５

年、横須賀汐留駅に改称。昭和３６年に汐入駅に改称。江戸時代、現在の駅の近くに汐留の堰が設

けられ、その堰から西側の山すその入り江が汐入と呼ばれていた。 

出発前の挨拶をして、どぶ板通り商店街を歩く。ここは日本とアメリカの雰囲気が融合した米海

軍基地近くの商店街。スカジャンのお店やミリタリーショップ、アメリカンバーやレストランなど

が軒を連ねており、有名な観光スポットになっている。 

どぶいた通りを少し外れて諏訪大神社へ、入口下の社務所に鏝絵がある。この神社は緑ヶ丘女子

高校と聖ヨゼフ病院の間の高台に鎮座している。階段を上り鳥居をくぐるとは高い石垣が組まれ、

更に石段を上がると社殿が建つ。康暦二年（1380）、三浦貞宗が横須賀の鎮守神として当古谷山に

信州上・下諏訪明神を勧請。祭神は健御名方命と事代主命の二柱。享和元年（1801）本殿・拝殿

の造替があり、現在の社殿は大正 12年に造営された。 

ホテルニュー横須賀、聖ヨゼフ病院を横見しながら進み、次は良長院(曹洞宗)。建長５年(1253)

に没した瀬尾重兵衛良長(長峰城主)が元横須賀郷泊浦に創建、開基。寺域が荒れ果てていたが徳川家

康関東入府の頃、現在地に再建移転。ご本尊は釈迦三尊坐像（釈迦如来・文殊菩薩・普賢菩薩）。 

三笠通り商店街を抜けて横須賀中央駅でトイレ休憩。平坂という名だが結構な急坂を上り、高級

メダカの水槽が並ぶ熱帯魚屋さんを過ぎて左に曲がり、しばらく歩くと龍本寺が見えた。 

龍本寺(日蓮宗)の創建は建長５年（1253）。開山は日蓮上人、開基は石渡左衛門。ご本尊は日蓮

聖人３２歳像。立宗、布教のために旅立って以降、日蓮を開山に仰ぐ最も古い寺院で日蓮宗最初の

霊場ともいわれる。本堂は江戸時代後期に建てられたといわれる。本堂向拝には龍の彫刻、龍が玉

の代わりにサザエを持つのは日蓮上人の故事にちなむもの。本堂の入り口に室町時代の作とされる

1 メートルほどの大きな鰐口が展示されている。ご僧侶から寺の由緒をはじめ、堂内のご本尊、寺

宝の日蓮上人ゆかりのアワビとサザエ、さらには日蓮上人の事績を伝える絵画や彫刻まで丁寧な説

明をいただいた。 

来た道を戻り最後の訪問は諏訪神社。創建は天正元年（1579）信州諏訪明神を勧請した。祭神

は上諏訪社の建御名方命。現在の社殿は大正 12年に造営された。境内に、諏訪社の他に大鷲神社・

水天宮・稲荷社の三社が祀られる。境内で解散し夫々帰途につく。 

参加者の状況・意見など 

多少気温は低かったが風もなく程よい探訪日和であった。坂と階段は多かったが比較的短いコ

ースで無事に探訪を終えた。 

次回の予定：  

・令和 8年 1月 9日(金)10時 京急金沢八景駅  テーマ「六浦の古刹住職のお話を聞く」 

 


